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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に巧ぎ、製品をま全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


么警告 (WARNING) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
び死こ、重傷を負ラ可能性、または火災の可能性 
び想定される内容を示していまず。 

A ま意 (CAUTION) 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人 
び傷喜を負ラ可能性や物的損害の発生が想定され 
る内容を示しています。 


•お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® (§) ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容でず。 

A 

この絵表示は、「注意」していただく内容です。 

〇 € 

この絵表示は、必ずしていただく r 指示」巧容です。 


♦説日月文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されていまず。 


么警告 （ WARNING ) 


I ★ガソ | J ： y 厳禁 I 

ガソ U ンなど彈発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

少量の遜入でを、乂災の原因になります。 



(§) 

ガソリン禁止 


I ★給排気 筒トップ 閱そく危険 I 

給排気筒トツプの周りび雪でふさがれたままで 
使用しないで<ださい。ふさがれているとさは. 
除雪してください。 

閉そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険でず。 



0 

禁止 


I ★給排気筒(管，布ース）外れを険 I 

給排気筒(管、ホース)びがれたまま使用しない 
で < ださい。 

がれていると運乾中に排ガスが室巧に漏れて、 
危険でず。 



0 

禁止 


★巧 類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 

ホ類び落下して乂びつさ、火災の原因にな D ま 
す。 



0 

禁止 


if 


お使いになる前に 







ち全のために必ずお守り < ださい 


么警告 （ WARNING ) 


★溫風吹出口をふさがない 



★スプレー吿厳禁 


衣類、紙などで温風吹出口や空気取入□をふさ 
びないで < ださい。 

あ類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因になります。 



0 

禁止 


也を期点検の実贿 I 

定期的 （2 年に1回程度)に点検-整備を受けて 
<ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因にな〇ち検です。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格着のい 
る店に依頼してください。 



〇 

指示 


スプレー吿やカセツトこんろ用ボンベなどをス 
トーブの上や前(固固に）や温風のあたるところ 
に放置しないで < ださい。 

熱で宙の圧力げ上がり、爆発して危険です。 

が 



0 

禁止 


!★ ご自身での 据付け•移設工事の厳禁 I 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据イ寸け工事は販売店や専門業者にご依頼くださ 
い。 

(ストーブを移設させる場合を同じです。） 



0 

禁止 


A 注意 （ CAUTION ) 


I ★力一巧燃物近接禁止 I 

カーテンや燃えやずいおののそばなどでは使用 
しないでください。毛布やふとんなどを近くに 
置かないで < ださい。 

火災が発生ずるおそれがありまず。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 



0 

禁止 


1 ★給油 時消乂 

給油は、おず消 
火してか5おこ 
なって < ださい。 
火災のおそれび 
あ0ます。 



I ★異常時使用胃禁止 I 

万一異常を感じたと动ま、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあ0ます。 



0 

禁止 


I ★温風に直接あ たらない I 

温風に直接長時間あたらないでください。低温 
やけどや、脱水症状になるおそれびあります。 
温風を直接吸い込まないでください。気分が悪 
<なることびあります。 














意 （ CAUTION ) 


★高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ルーバーなどに手などふれないでください。 
やけどのおそれがあります。 


接触禁止 


I * 迪焉れ璋認 I 

油タンク-ゴム製送油管-接合部および機器等 
か5のの■油漏れがないことを確認の上ご使用< 
ださい。 

灯油び漏れていると火災のおそれびあります。 


漏れを確認 

ベ 

n ‘ム製送油售 


〇 


I ★指や異物を入れない I 

温風吹出口や空気取入□などに、指や異物を入 
れた〇しないで<ださい。 

けげや乂災のおそれびあります。 


吐が解修理を霉止！ 

故障、破損した日、使巧しないで < ださい。 
不完全な修理は、危険です。 




I 女腰を かけたり物をのせない 

ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
で<ださい。ス I -ーブの故障や、やけどのおそ 
れがありまず。ス I -ーブの上に巧びんや、水を 
入れたちのなどを置かないで<ださい。水がか 
かると漏電や故障のおそれびありまず。 



0 


由 if 排気筒け_近の可燃物を璋禁と I 

給排気簡トップの近くに、巧油や可燃物など引 
火のおそれのあるをのを置かないで<ださい。 
乂がのおそれびありまず。 



0 



★改造使用の禁止 

改造して使用しないでください。 
また、ストーブや給排気筒には床隱 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

火災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険です。 


回 


分辭禁止 み電源コードを傷めない 


[去電源プラタを靖室に差し这お I 

電源プラグはコンセントに根元 
まで確実に差し込んでください。 

!また、 傷んだプラグやゆるん^ ス y 

だコンセントは使巧しないで 
、ください。 / ffp — 

火災の原因になりまず。 

说れた手での抜さ是しはしない 到 j i しっかり, 

でください。 

感電の原因になります。 


電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせたり加工 I 
しないでください。 、ゾ 

また、電源プラグを抜くときは、コー 禁と 
ドを持って引き抜かないでください。 

電源コードが破損し、乂災ゃ感電の 
原因になります。 








安全のために必ずお守りください 


意 （ CAUTION ) 


★長期間使用しなし、ときは載原プラグを抜く i i 去 If 漏ラミろ‘のお手_入れをずる 



長期間使用しないときは電源プラグ 
をコンセントから抜いてくださし、。 
火災や予想しない事故の原因となり 
ろ^ろ Q 


运 

電源プラグを巧く 


[★高地(標高 1 日 OOm 叫:)では使用禁止 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼しまず。 

1孤日〜1甜 Om の場所では再調整び必要ですので 
販売店までお問い台わせ < ださし、。 


ときどきは電源プラグを抜き、ほこ 
り（及び金属物)を除去して < ださし、。 
(ほこりや異物がたまると湿気など 
で絶緑不良にな 0) 火災の原因にな 
りまず。 


〇 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 


FsoeJ I — I I 


0 


おモ様やお年寄り、体のご不自由な 
方がお使いになる場合は、やけどな 
どについて、周囲の人び巧分に注意 
して <ださい。 


使用禁止 ★床面に注意 


I ★す燃性ガス使用禁止 I 

ストーブを使用している部屋で、可 
燃性ガスが発生ずるもの(ガソ U ン、 
ベンジン、シンナ ー ）、スプレーを使 
用しないでください。 

火災や故障の原因になります。 


0 

使用禁止 


ほこりや、タバコの煙などにより、 
温風吹出口周辺の床面び巧れたり変 
色することびありまず。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用すると、変色したり、 
そり返ることがありますので、熱に 
強い マツ トなどをひいてください。 


全 

A 



願い （NCmCE) 


★な油の廃棄 


•好油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


使用ずる場所 













各部のなまえ 

(jm^ 


操作部•表示部 



フアンフイルター 

(温風用 空気取入口） 対流 用 フアンモーター 



G 構造図） 



お使いになる前に 


4 











各部のなまえ 


操作•表示部のなまえと使いかた、「点な」 • 「点滅」の意味 


Clii £) 設定溫度 室内温度 



■温度表の 

5几中：曰お 

1日む〜32でまで設定温度を選 
おでさます。 

室内温度…… 

一目む〜35むまで表示します。 

■低温衷 / J 、 * 高温表の 
r しコ J 室巧温度び 
一10む攻下。 

「， s ' <」 -- ’ …室内温度び 
3目でし^上。 


CWW) 


デジタル 


( Mm ). 設定温度 室内温度 



( Mj £) 設定温度 室内温度 



/ 

運転ランプ 


•点滅…1 

… -1 予熱中 


♦点な…’ 

. 運串占中 


\ 

11、14、1日ぺージ参照 

ノ 


運乾スイッチ 


•一廣押すと r 入—」 

♦もラー度押ずと「切且」になります。 

11、14、1日ページ参照 


湿度•時計ランプ_ 

ストーブを操作したとさのが態を表示し、 
デジタル表示部の表示内容をおしまず。 


チャイルド□ックランプ 

点な 

参チャイルドロック作動中 

消な 

•チャイルド□ック解除 


チャイルド□ックボタン 


設定-辆除をずる場合はチャイルド□ック 
ボタンを3砂政上押します。 


15ぺージ参照 




タイマーランプ 


点灯 

•タイマー運転待機中 


























タイマーホタン 

タイマー運転を開始します。 

14ページ参照 


_____セーブ ボタン_ 

セーブ運転の開始および解除をします。 
13ぺージ参照 


セーブ ランプ 


点な 

•セーブ運転中 

消な 

参セーブ運転解除 


室溫/時刻合わせポタン 

室溫の設定、時刻の設定に使いまず。 

♦室温設定の場合 

室湿設定をお好みの温度に設定ずることが 
でをます。 

@あるいは@のボタンを巧して合わせ 
て < ださし、。 

•時刻設定の場合 

あるいは@のボタンを巧して合わせ 
て < ださい。 

1日、 12' 14ページ参照 


給油ランプ 

点滅懼転停止） 

油びなくなり自動消乂しました。 


表ち部 _ 

■現在時刻表示 

現在の時刻を表示します。 


■コロン 

時刻表示…… ] 秒間毎に 

「点しまず。 
運乾中……予備燃焼時に 
1秒間に2回 
「点滅」しまず。 


CM ® 設定温度 室内温度 ■タイマー運転時刻表示 

( MM)f ^一 n の广ィ'^ タイマー運転設定時に表おしまず。 

誦 b : UU 

ん 」 I ク 


タイマー 


( MS ) 設定温度 室内温度 ■自動的に消火したときの表示 

( ww )( n ^ T I 1 ) 自己診断機能により、異萬時には 

CWW ) • 。 し， E - ご〜いぶ Xf - がを表示し 

II し 。 —f J まず。 

- (24 ぺージ参照) 


お使いになる前に 







使う前の準備 


燃料について 


® 燃料は、な油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してくださし、。 


A 警告 


★ガソリン厳禁 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。 

少量の混入でち、乂がの原因になります。 



ガソリン禁止 


♦ガソ U ン、シンナーおよびこれ5が混入した灯 
油、変質灯油、汚れた灯油、水やごみの湿じつ 
ている灯油などは、絶対に使用しないで<ださ 
い。 

•灯油は、おず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で灯油専用容器を使って保 
管してください。 


巧油とガソ U ンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
〔火の気のないところでおこなってください） 

〇巧油 

X ガソリン 

總1 

.纖 

濡れたままです。 

すぐ乾いてしまいます 。 J 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


油タンクに給油ずる。 

♦油タンクの給油口&たをはずし、灯油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なび6給油して < ださい。 

★給油の隙は、給油□フィルターを取り去5ないでください。 



給油の際にこぼれた巧油をふきとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびた 
まっておれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
□から市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やご 


みなどを吸いだしてください。 


3給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃斜切れの注意 




★油タンクの灯油びなくなると自動消火しまず。このとき「給油ランプ」が r 点滅 J し、ブヴー音がして異常 
びあったことを知5せます。 

※油タンクにの■油があるのに r 給油ランプ」が r 点滅」ずるときは、送油経路のつまり、空気たまりが考え 
5れます。このよラなとさは、9ぺージの feki ! 足巧#巧お> や r 定油面器のリセットボタンのセッ 
卜」を参照して送油経路の点検をしてください。 

♦再運転する場合は、本体温度が充分下がってから油タンクに給油し、「運転スイッチ」を一度 r 切」にして 
から r 入」にして < ださい。 















★送油管の途中が山おになったり、もつれたりしていまずと、送油管 
の中に空気がたまって油が流れないためにストーブは r 給油ランプ」 
び r 点滅」して運転しません。 

このようなときは！; TF の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよラにを意してください。） 

①バルブを全閑にする。 

©送油管に山お(高低)がないように平らにする。 

感ストープ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端 
をバケツなど灯油をためることびできる容器に入れはずれないよラ 
に固定ずる。 

® ノりレブを全開にし、送油管か5灯油に空気が混じらないが態で連続 
して流れ出ることを確認する。 

注意：バルブを全開にしてちな油びまった<出ない場合は油タンク 
とス I プ本体との落差(約弧 cm 必要)がない場合をあります 
ので確認-処置してください。 

⑥確認でをたらバルブを全閉にする。 

⑥ 送油管をストーブ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にする。 

( D ストーブ本体の側面にある赤色のリセットポタンを下へ]回押す。 
風ストーブを運転する。 


空気 送油曾 



送ミ由营 



苗 T i 油タンク 
_ i な上 T - fT 


リセットポタン 


※製品の側面にあります 


油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は、送油経路（油タンクや送油管の接合部など)か5油漏れか'ないかどラか確認して < ださい。 
万一、油漏れしている場含は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社す店•営業所にご相 
談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

参給気ホース-排気筒が正しく接続されているか確認してください。 

がれていると運転中に排ガスび漏れ大変危険でず。 

ストーブ周遇の確認 

•ストーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 

定油面器のリセットポタンのセット 

♦定油面器の赤いリセットボタンを、下へ1回巧してください。 

点乂ずるたびにセットずる必票はありませんが、シーズン初めや、本体 
設置場所を変更したとき、文は巧震自動消火装置が作動したあと再運輯 
するとをは、リセットボタンをちう一度、押しなおしてください。 




点乂前の準備と確認 


お使いになる前に 






使ラ前の準備 


現在時刻のセット 


★電源プラグをコンセント（家庭用 
A 口 00 V ) に權実に差し込む。 

♦デジタル表示部はち図のよ5に時 
計卜 -]；[}- I び「点灯」しまずので、 
現在の時刻をセツトしてくださし、 



djfi ) 設定温度 室内温度 

( WW)f I 


★このとき「給油ランプ」び「点滅」する場合は、スト-ブに巧油びきてしげせんので、8ぺ-ジの ■娜誦の妨説 


を参照して送油経路を点検してください。 


現在時刻び午後7時10分の場合 

①または@のボタンを1度押ず。 

ブヴー音びして r 時計」表おが「点滅」します。 

( D デジタル表示を見なが6 のボタンを 

巧して 巧に 合わせる。 

(3) デジタル表示を見なが5 のボタンを 

巧して ぶに 合わせる。 


而)のボタンは、 ] 度押すごとに]時間ま 
たは]分間ずつ進みまず。巧し続けまずと連続的 
に進みます。 

♦時刻合わせをする場をは、「時計」表示が r 点滅 J し 
ている間(約10砂)に f ぁ兮 る)•な氏のどち5かのボタ 
ンを巧して < ださい。 

時刻合わせびできなかった墙合は、をう一度 (ちす s ') 
または(さ T ' a ) のボタンを押してやり直してください。 


® r 時計」表示が、「点ミ威」か sr 点な」に変わ 
り、設定が完了します。 




(WW) 


( WW ) 



設定温度 室内温度 

<〇1.「ぃつ I 

< ご . iU 

」 I 夕 


お願い. 


★ストーブの時刻表示が狂ったり、タイマー点火時刻が狂ったりずる場合は、コンセントを一度抜い 
て、もラー度差し込み直して、時刻を設をしてみてください。それでち直らないとさはお買い求め 
の販売店までお問い合わせ<ださい。 

★ストーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグ 應述^設定温度 

を抜いて再通電した場合、デジタル表示はち図のよラに表 
示され、「時計」表示が r 点巧 J しますので、現在の時刻を設 
定してください。 


(WW) 

CMD 


室内為度 



★省電力機能! 


•日寺計表示中に、5分間経過しまずと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消な」して、電力の消費 


政 


をおさえます。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運乾スイッチ！;(がのどれかのボタンを巧ずと表示します。 
運転スイッチを押すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー待機中この機能は働をません。) 











①油タンクのバルブつまみを「を開」にずる。 



⑤運乾ランプ 


⑤ r 運転スイッチ」を押して r 入」にずる。 

♦ブヴー音がして「運鼠ランプ」が「点滅」します。 

♦「温度」表示が r 点灯」し、デジタル表示部に設定温 
度と室内温度を表おします。 


③約2分後に自動的に点火し、 r 運転ラン 
プ」が r 点：!:了」に変わりまず。 


-お願い- 

★ご購入されて初めて使巧されるときに、製品の塗料や加工油などの焼けるよラな臭いがする塌合が 
ありまず。 

このよラな場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた所）をみし開け、半日から 
1日程度、 r 強」運転をしてください。 

女巧ゆて運転ずるとさは、送油経路に充分燃料び供給されていないため、一回で点火しない場をびあ 
りますから、しば日く待ってか5をう一度点火操作をおこなってください。 

★] 〜2回点火操作をして、点火しなかった場合、何回を点火しないでください。バーナー内にの■油 
がたまりまず。販売店にご連絡ください。 

★点火後約日分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」しまず。 

★点义後約2分間は、巧流巧ファンは回りません。 

★室温び0ご！; TF の場含は、点火までの時間は約4分になりまず。 

★運転開始時に閉止弁び開くため、「カチッ J と音びしまず。 


使用方法 

点乂（通常運転) 


運転 


( mM ) 設定温度 き内適度 




巧：ぶ 


£時げる）ちけん I 

ロロ ロ 

(Q 


3巧巧し 


お使いになる前に 一使いかた 




使用方法 


( D @) またはボタンを1度押ず。 

•ブヴー音がして r 温度」表示び、「点滅」します。 

( D 温度を上げるとき。 

•デジタル表示を見なび 5 f $ す*')のボタンを押す。 

® 温度を下げるとき。 

♦デジタル表示を見ながらのボタンを押ず。 



t 


部 


♦温度設定をずる場合は r 温剧 表示げ r 点減 J している間にボタンのどち5かを巧してくだ 
さい。設定でをなかった場合はをう一度押して、やり直してください。 

•設定温度は1日む〜32で、室温表示は一日で〜3日むまで表示します。 

♦室温表示は室適が一1日む政下の場合 「しご」、 3目で!;(上の場合は rw ,」 と表示しまず。 

♦設定された室温にコント□-ルするために自動的に r 強」•「中」- r 弱 j 運転をくり返します。 

•一度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り 、 r 消乂」 機巧運転する場 
含を同一設定温度になりまず。 


-お願い- 

女室温調節はルームサー S スタでおこないます。ルームヴー S スタの設置堤所や周圃の状況などで、 
必ずしを前面パネルの r デジタル表示部」の室内温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、ルームサーミスタを、工事説明書の 0レー ムサーミス タの 配線(移動））を参照 
して、適切な位置に付け督えてください。 


义力調節（室温の調節•••運転中にしかでをません) 


温度設定しない場合や停電や電源コ-ドを抜いた禮再運転する 

(給油） 

設定温度 


室内温度 


場合は、 「みご」 巧日で）び設定温度となりまず。 

\ 

[漏巧） 

(時計） 

作 - 

ro つ 

しし* 

- 1 

0 

〇 

< 

in 

- も 

J 


i 度」表 I 术 











セーブ運転をおこなラ 


①「セーブボタン」を押ず。 

♦ r セーブランプ」が「点灯」して、セーブ運転を開始 
しまず。 


セーブ運乾を解除ずる 


( D 「セーブボタン」を巧ず。 

♦「セーブランプ」が「消灯 J して、連続運輕になりま 
す。 



運転 


切. 


CMJf ) 設定温度 室内温度 

(ME) 


恒01。[句 


(ぁげる)(がる） 

一 一 

<■ 】 I , 

©も 

3巧巧し Acvx 胃胃胃„ . 


セーブ運転 


★セーブ運乾は、お部屋の湿度をできるだけ一定に保つための運乾方法でず。 


セーブ運転時は、運鼠中に室温が設定温度より約2で上昇すると自動的に r 消火」します。また設定温 
度まで下びると、自動的に「点火」します。 


使いかた 


た—ブランプ 


ぶ 






使用方法 


lii 午前6時30分に設定したい場合 

①「タイマーボタン」を巧ず。 

♦このときデジタル表示部の表示び「バー」表をに変 
ねり、「タイマーランスび「点滅」しまず。 

( D デジタル表示を見なび S のボタンを 

巧して S に含わせる。 

③デジタル表示を見なび S @のボタンを 
巧してぶ:'に合わせる。 


設定温度 

(MDf 

(時計) • • 


室内温度 



運乾 


( MM ) 設定温度 室内温度 


(WW) 


B : 3 


柳 知ず辦 


載卿 

ろけ巧しノの 厂 


© 


タイマーランプ 


•(ぁを6)’@)のボタンは、 ] 度押ずごとに]時間または1日分間ずつ進みまず。押し続けまずと連続的 
に進みます。 

♦時刻合ねせをずる場合は、タイマー時刻が r 点滅」してしぶ間(約1日秒)にのどちらかのボ 
タンを押してください。 

•設定でさなかつた場合は、もラー度 r タイマーボタン」を巧してやり直してください。 

Vs __ 

④デジタル表示部のタイマー時刻び、「点滅」している間に r 運転スイッチ」を巧して 
r 入」にずる。 

♦このとを「タイマーランプ」び r 点な」し、セツトび完了します。 

•約1日秒ほど経過ずると、デジタル表示は現在の時刻を表示しまず。 


タイマ^運転のしかた 


タイマー運転をするとさは、1日ぺージ I 現在時刻のセット I に従って、時刻含わせをしてか5でない 
と、運転でをません。 


このス i -ーブのタイマー運転は、その時の室温により自 
動的にタイマー運転による点乂時刻を変え、希望の時刻 
にはお部屋を暖かくしておさます。 

(室温1日で政下の場を） 


室温によるタイマー点火持刻の自動変更 
巧で政上^設定時刻 
日で〜1日で設定時刻の1日分前 
日む!;!下設定時刻の2日分前 


デジタル表示部 チャイルド□ックランプ 








-お願い- 

★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、「タイマーボタン」を巧して 
タイマー時刻の r 点滅」中(約1日秒）に、 r 運転スイッチ」を「入」にずるだけで同一時刻で設定び完了し 
まず。 

★タイマー運転時刻を変更する場音は前記と同手順でおこなってください。 

★通常運転中に r タイマーボタン J を押すと、「消火」して r タイマー運転」の状態になり、タイマー運転 
時刻に吕動的に点火しまず。 

女タイマー運起時刻の確認は、消火時に r タイマーボタン J を巧ずと、10砂間表示しまず。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ストーブを揺らして巧震自動消乂装置び作動したとさ、 
電源プラグを抜いたときは点火しません。 

再度 1 日ぺージ I 現な時刻のセット I を読んで、時刻合わせからおこなってください。 


タイマー運乾の解除のしかた 


タイマー運範操作をした後、タイマー点乂時刻前に通常運転をおこないたい場合。 
1 r 運乾スイッチ」对甲して r 切」にする。一[タイマー運転の解除] 

〇 r 運輯スイッチ」を再度押して「入 J にずる。一[通常運転開始] 


チャイルド□ックの使いかた 


チャイルド□ックは、おデ様のいたず5操作の防止や、誤って r 運転スイッチ」を巧しても点火しない 
よラにしたいときに使用します。 


ヤイルドロックの機能 


運転中にチャイルド□ックを使用したとき 
•r 運転スイッチ J で r 消火 J のみがでさます。 
♦設定温度の変更など他の操作はでをません。 


〇消火中にチャイルド n ックを使用したとき 
L ♦すべての操作がでさません。 


「チャイルド□ツクボタン」を3秒攻上押すことで、「セツト」又は r 辭除」びできます。 
(14 ページの操作部の絵を参照） 

「セツト」…巧ャイルド□ツクランプ」び「点灯」。 

「解除」...「チャイルド□ツクランスび「消好」。 










使用方法 


消义 


①「運転スイッチ」を押して r 切」にずる。 

♦「運起ランスがしばらく「点滅」してから、「消灯」 
します。 

•デジタル表示部は、現をの時刻を表示します。 



消乂後約3分間は対流用ファンは回転し続けまず。その後自動的に停止します。 

巧流用フアンが止まるまで、電源プラグを巧かないでください。 


-お願い- 

★ストーブの消火は電源プラグをコンセントか!5抜をとったり、ストーブをゆずって消してはいけま 
せん。 

★外出ずるとをは、必ず消火して<ださい。 

★長期間留守にするときは、必ず電源を切ってください。 


消乂後再点义ずるとをのを意 


★消火後ずぐに再点火すると、過熱防止装置び作動したり、異常音が出ることびありまずので、しば5く 
冷えるまで待ってか6再点火してください。 


デジタル表示部 


h 
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★ご使用中に、においがしたり目がしみる場创ホ、給排気筒 
やパッキン部か5も排ガスがもれていることが考え5れ危 
険でず。 

使用するのをやめてお買い求めの販売店にご相談ください。 

★ストープや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分び結露しやずくなり、結露水び凍結して給排気筒を護 
ざ、不亮全燃焼や排ガスび室內に漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーブの寿命を短くずる原因にをなりまず。 

★屋外の給排気筒トップが雪に埋われたり、結氷していない 
か、日常点検してください。 


女長期間使用しない場合や、使用期間が終わりましたら、ぶ、 
ず電源プラグを抜いて < ださい。 

ほこりや汚れがついて発火することびあります。 

★このス I ''ーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはス I -ーブが故障することびありまず。 
雷が発生したら電源プラグをコンセントから抜いてくださ 
るとを全です。またストーブをいためることちあ0ません。 

女油性分が多量に飛散する場所では使用しないでください。 

★ストープのお<でラジオなど使用ずると、ラジオに雑音が 
混入するおそれがあります。 

★使用中、停電や電源プラグび抜けた後に再通電しまずと、 
デジタル表示部に「5-別び表示されます。このよラな場 
合の再点乂は、しばら<待ってストーブの本体温度び充分 
下がってからおこなってください。 

★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色が混じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることがありまずび異常 
ではありません。 



0 



0 



電想ブラグを巧く 


コンセント 


單源プラグ 


汪 居、 


I ★高温部接触禁止 I 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手な 
どみれないで < ださい。 

やけどのおそれがあ0ます。 接軸禁止 



使用上の注意 


使いかた 







を全装置 

♦を全装置が作動ずるのは何らかの異常があるとをでずか5、で記の処置をしてち正常にならないと 
きは、お買い巧ゆの販売店にご相談ください。 

•安全装置が作動した場をは、 r 運転スイッチ」を押し彻」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を巧して「入」にしてください。（再点火操作） 


ま全装置 

はたらさ 

処 置 

巧震自動消火装置 
ら - S 

♦運転中にストーブ本体が i 也震(震度約日政上） 

や強い振動、衝擊を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運乾を停止します。 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常がないことを確認し 
てから再点火して < ださい。 

点火ま全装置 
と--'? 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点火不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点乂しないとをに、運転を停 
止します。 

1 ★点火ヒーターの故障が原因 
で運転を停止したとさはバ 

1 ーナー底に巧油がたまりま 

1 ず。たまった灯油をふさ取 
ってから、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電をを装置 
いご 

♦運転中に停電や電源プラグを巧<などして電 
源び切れたときは、自動的に運転を停止しま 
す。 

♦再び通電されても運乾しません。 

♦タイマー運乾中に停醒があった場合、タイマ 
一運転は解除されまず。 

! ★泻点火操作をします。 

★現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
します。 

燃焼制御装置 

E - 5 

♦燃焼中に炎び消えたとを、自颤的に運転を停 
止させる安全装置です。 

1 

1女再点火操作をします。 

1 

過熱防止装置 
を-‘ぶ 

•対流巧 フアン モーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異萬過熱したとさ、また 
は フアンフイ ルターにほこりがつまった場合 
に、乂災などの危険を防ぐために燃焼を停止 
しまず。 

★フアンフイ ルターのほこり 
を取り除いてから、再点火 
操作をします。 

★処置をしてを、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 
スイッチを r 切」にして、販 
売店に連絡してください。 

E - 表示はま全装置が作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、24ページを参照してください。 

お願い 

すべての処置は必ずストーブ 
を消火し、本体温度が充分下 
びってからおこなってください。 


h 




★周囲の状態 


女油漏れ、油のたまり、油のにじみ_ 


>ストーブの国囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにしてください。 

>ストープ はし〇 も清潔に掃除してください。 
巧れたままのご使用は危険のをとですし、スト 
-ブのいたみを早めます。 

I 給排気筒及びトップの周囲には、危検物や障害 
物びないよラにして < ださい。 


I ストーブについたほこりやミちれは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった濡れ雑巾などでふ去取 
つて< ださい。 


•燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒卜 
ップか5ずずび出ていないか確認してください。 
異常があれば販売店に連絡してください。 


♦送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とをこぼれたロミ由はよく;をさとってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消乂操作をし、原因をたしか 
め防漏赃置をし、油漏れびな<なったことを確 
認した後、漏れた灯油を取りのぞいてか6点义 
操作をしてください。 

皮—誦鲁 I 

♦送油管から油漏れびないか点檢し、亀裂などが 
あれば交換してください。 

•ゴム製送油管は2年に1度は新しい物に交撰さ 
れることをおずすめします。 

•屋が配管をずる場含は、銅配管でおこなつてく 
ださい。 


>のぞさ窓がすずでミちれてくるよ 
ラな場合や、破れげある場合は、 
販売店に相談の上、修理交換し 
て < ださい。 


•ス I -ーブ背面のファンフィルターのねじをはずし、引を振いて 
けら、 ほこりを電気掃除機などで取り除いてください。 


ネジ 


フアンフイルター 







★ほこり 


★のぞを窓 


★臭気 • ずず 




★フアンフイ ルター (おず題源プラグを巧し、ておこなってくださし、) 


日常の点検-手入れ 


_ 点検-手入れのときの注意 

★点検•手入れをおこなラときは、ス I -ーブを消义し、ストーブび巧分冷えてか5手袋をはめて、必 
ず電源プラグを抜いておこなってください。 

★電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


使いかた お手入れ•アフタ—サービス 








曰常の点検-手入れ 


1箇月に1回上 


★ J レ—パ‘—のほ cl り （おず手袋をはめ、電源プラグを巧いておこなってください。） 


♦ルーパ’一がミちれたり、ほこ0が付着した場合は、電気掃除機 
や、固< しぼった施れ雑巾などでふを取って<ださい。 



3箇月に1回切上 


★油タン ク I 

•給油 □フイ ルターびごみやほこりで目づまりし 
ますと、給油時に給油□よりあふれ出たりしま 
ず。給油ロ フイ ルターを取出して、付着したご 
みやほこりを取り除いてください。 


[が里タンタ巧の水！ 

♦油タンクに水やごみびたまっているよラでした 
ら、ドレン抜をや、油タンクのストレーナなど 
からたまった水やごみを取り除いて<ださい。 


换電源三号ク:心コンをン—卜 

♦電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると火災の原 
因になることびあります。 3箇月に ] 〜2回電源プラグをコ 
ンセントか5抜いて、付着したほこりやちれを取り除いてく 
ださい。 



★定油面器のストレーナ 


•定油面器のストレーナは約3箇月に]回と、ストーブの格納 
(シーズンオフ)のとを、次のよラに灯油で洗浄してください。 
①油タンクのバルブを閉める。 

⑤ 定油面器のストレーナの取出口に容器をあてがっておを、 

2本のねじをはずして、ストレーナを城をだす。 

③ストレーナを灯油で洗浄する。 

@ストレーナををとどおりに取り付け、こぼれた灯油を&さ 
とる。 

⑥ 油タンクのバルブを開く。 

⑧油漏れびあるかないかを点検する。 



公 









♦給排気筒や排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、とをどを点横して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使巧しているゴム製の1」ング（日 U ング)は耐熱性のをのでずび、2〜3年で炭化す 
ることびあります。ゴムの硬化及び割れなどびある場合には、においや排ガスびちれるおそれびあり 
ますので新しい部品に交換して < ださい。 

■給気ホースがみさびっていないか点検してください。 I ^ 玩万巧 



0 U ング 

種類 

運動用 0 U ング 

呼び徑 

P 39 4種 C 

材質 

シ1」コンゴム 


♦地麗などにより製品に振動、衝撃が加わったとさは、運転をする前に必ず巧の点検を実施してください。 

点 療内客1 

•機器の損傷の点検 •繪排気筒回りのがれ、漏れの点検 参送油経路からの油漏れの点検 

女点検で異常びみつかったとをや、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目がしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の L お客様相談窓□一覧]に修理依頼をしてください。 


I 女 ハ。 ホン I I 女点乂 ヒーター 

♦燃焼中、室内ににおいびこをるよ弓な場含は、 •点火ヒーター及びパッキンび古くなり、切れた 

とくに注意して点検してください。 り、すきまなどびあると、点火不良及びガス漏 

• 燃焼筒とノ くーナーの接続部 れの原因になります。 

•点火ヒーターの取り付け部 （販売店にご相談ください） 


I ★ 燃焼リング、パ‘ ー ナー、 燃焼 筒、熱交換器 I 

•燃焼リング、バーナー、燃焼筒、熱交換器は高温になりますので焼損ずることがありまず。とをどを点 
検し、変おや焼損していた5早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 


I ★給排気管、自歷副 

ご使南中、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒、排気筒やパッキン部か5排ガスがもれてい 
ることが考えられ危険です。点検後お買い求めの販売店にご相談ください。 


お手入れ•アフタ—ヴ— 


4 







を期点檢 


長期間ご使巧になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
ま全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、及は 
修理資格ち〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-34 日 9-2928) でおこなラ技術管理講習を修了 
者(石油機器技術管理±)など：!のいる店、当社などにお問い合わはください。 


定期点檢の内容 


項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•定油面器-ストレーナの掃除 •油タンクの水振を 

•送油経路の油ちれ 

機能部品の点検- 
確 認 

•電気配線-安全装置のはたらを♦操作部品-動く部品のはたらを 

消耗しやすい部品 
の点検■交換 

•点火ヒーター、燃焼1」ング、ゴム製送油管、ク□スマット 

掃除 ■ 点検-整備 

、 

•本体内部、フアンフイルター、对琉用送風機、ブロアケース（ブロアモーター） 

•各接続部のパッキン、日リング•給排気経路の接続、つまり j 


故障-異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼される前に調べていただきたいこと 


♦修理を依頼される前に下表の内容を確認してください。 

下表のよラなが態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

点 

火 

消 

乂 

時 

初めて使用するとさ、けむりやにおいが出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどび焼けるためで 
す。 

点火-消乂時に r キシ5音」びずる。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音でず。 

点乂してをずぐ温風げでない。 

不快なを風を出さないためであり、ス1 -ープ内部 
が暖まると自動的に出まず。 

初めて使用するとさは、電磁ポンプの振動 
音が大さい。 

ポンプ内に空気が混入しているためです。しば5 
くすると止まります。 

点火-消火時に「ポッ」といラ音びする。 

着火-消乂音です。 

燃 

焼 

時 

「カチカチ」時計のよラな音がする。 

電磁ポンプの運転音でず。 

燃焼筒や熱交換器の一部が5す赤く赤熱す 
る。 

異窜ではあ0ません。 

とさどき黄色い炎がでる。 

異常ではあ0ません。 










さ 


排気筒接続不良 


操作部のいずれかのボタンを押 
してください （1 日ページ参照） 

販売店または別紙のお客様相 
談窓□一覧にご相談ください 


幻■油を入れて < ださい 

販売店または別紙のお客様相 
談窓□-覧にご相談ください 


電源プラグをコンセントに 
差し込んで<ださい 

停電復帰後点火し直して< 


_の表の r £- J は、24ぺージ I デジタル表示の見方 I を参照してください。 




点火ヒーター不良 


電磁ポンプ不良 


配線不良びある 

コント□ーラー不良 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 

フレーム□ッド不良 


不良な油を使用した 

省題力機能び作動しま 
した 


油タンクにな油びない 


水混入の巧油をすっかり 
ないて<ださい 


油タンクに水び入って 
いる 


定油面器のリセツトボタンを巧し 
てから再点火操作をしてください 


停電した 

巧麗自動消火装置び作 
動した 


現象 


原因 \ 

電源プラグをコンセン 
卜に差し&んでいない 


★この表 m がに不具合があるときは、お買求めの販売店にご相談下さい。 


ツク表 


故障-診断チ 



突然すベてのランプび消える 


温風び出ない 


黄乂でちえる 





















故障.異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


女ス I ブの運転中に異常が起こり消火した場含、下記のように、デジタル表示部に r エラー表 尉しま 
すので処置をして < ださい。 


エラー表示 原 因 処置方ま 


回0 

国因 
回因 
固因 
回囚 
回回 
因回 
回图 
回国 
回图_ 

曰曰 

パ’一表示点滅 


□国 

全消な 


原 因 

処置方法 ' 

•運転中に電源び切れました。 
♦タイマー点义待機中に電源び切れ 

(停電安全装置が作動） 

•電源プラグの差し込みを確認し、再点乂操 
作をしてください。 

•点火安全装置び作動しました。 

♦原因不明の場合は販売店または別祇のお客 
様相談窓口一覧まで連絡してください。 

•対麗自動消乂装置び作動しました。 

♦作動した原因を取り除さ、再点火操作をし 
て < ださい。 

♦運転中に消火しました。 

•販売店または別祇のお客様相談窓□一賀ま 
で連絡して < ださい。 

♦ブ□アモーターび故障しました。 

♦販売店または別祇のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 

♦過熱防止装置び作動しました。 

♦本体温度び充分下びるのを待って、ファン 
フィルターを掃除し、再捕乂操作をしてく 
ださい。 

♦バーナーヴー S スタが骄線しました。 
•} てーナー内に灯油びたま0ました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓□一蹟ま 
で連絡してください。 

♦着火ミスを3回しました。 

•販売店または別紙のお客様相談恶□一醫ま 
で連絡してください。 

♦排気筒びはずれました。 

•排気筒を点検して接続を確認し、再点乂操 
作をして <ださい。 

♦定油面器内の巧油面び上昇しまし 
た。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一麗ま 
で連絡して < ださい。 

給油ランプ点減 

♦ストープに口油びをていません。 

♦油タンクに打油を入れてください。 

(8 ぺージ 1給油のしかた 1参照） 

巧油びある場合は送油経路を点検してください。 

♦タイマー点火時刻び設定されてい 
ません。 

•運輕スイッチを r 切」にして、タイマー点义 
時刻を設をしてください。 

•室温が3日む臥上にな0ました。 
•ルームサー S スタの取り付け位置 
びよ<あ0ません。 

•ルームサー S スタの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させてください。 

•室温び一1日でな下になりました。 

参ルームヴー S スタの不良、断線、 
または配線抜けです。 

参販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡して < ださい。 

♦省電力機能が作動しました。 

(1 日ページ参照） 

♦操作部のいずれかのポタンを巧して<ださ 
い。 

ノ 






部品交換のしかた 


A ミ主意 

r ★分解修理の禁止 i 


故障、破損した5使用しないで<ださい。 

の 

• 

不完全な修理は、危険でず。 

分解禁止 


短期間に消耗する部品は特にありませんが、定油面器、燃焼 I 」ング、点乂ヒーター、パッキンなどの 
交換部品び必要な場をは、お買求めになった販売店にご相談ください。 

★部品交換の際は、必ず純正の捕修部品をお使いください。純正の部お政列•を使用して万一故障や事 
故が発生した場合、当社は責任を負いかねまず。 


不完全な修理はを験でず。修理をお受けになる場合は、財回法人曰本石油燃焼機器保守協会でおこな 
ラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


♦ストーブを保管する場合は、19ページ;. 曰常の点検•手入れの 項を参照して、ス [ '■•ープの手入れを 
してから保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気-乂気-高湿などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをストーブ 
の上には重量物をのせたり、人が乗ったりしないよラ配慮してください。 

I ス I ブを長期間使巧しないで保管ずるときは、必ず電源プラグをコンセントから巧き、油タンクの 
I パルプを閉めてください。 

) ストーブを使用する季節が終り格納ずるときは、油タンクのな油を市販の徹由ポンプで全部巧き取り、 
■ 定油面器のストレーナーち取り出してな油で洗浄してください。（甜ページ参照） 

-お願い- 

油タンクの巧油を巧くときは、送油管の灯油を完全に巧いてください。灯 ミ 由が残っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとき、つまって丹油が流れなくなります。 


4 


ストーブや油タンクの表面巧ふいてください。 

♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた巧で水気を&さ取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。建装が変色したり、危険です。 

本体にほこりがたま5ないよラ、適当なカバーをかけてください。 〜 


附属品と r 取扱説明書」- r 工事説明書」-「保証書」ち紛失しないよう同時に保管してくだごし、。 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 


£ 







_ m 

式 

料 


燃 焼 状 態 


燃糾消費量 
発熱量 
熱効率 
暖房 出力 


外形 寸法 


質量 
窜源電圧京な商福致" 
を格消費輩力 
給排気筒の型式の呼び 
給排気筒の呼び径 
給排気筒の壁貫通部の孔 徑 
排 . — 


寧流_ 
受 



FF-V30D _ 

密閉式石油ストーブ•ポット式‘強制給排気お • 強制巧流 形__ 

電気点火 ____ 

灯油 （JIS1 号） 


か 


0.339 L/h _ 0.1日日 L/h _ 

12560 kJ/h _ 37Q4kJ/h _ 

_ 86.0%_86.0% 一— 

" 3.00 kW 0.885 kW 


局さ巳 40 mm . 巾匡 4 日 0 mm . 奥ィ了 3 日日 mm (置台々:含む—）_ __ 

12kg „_ 

1日 0 V 日日/日日 Hz ___ 

点火時25日/巧日 W 燃焼齡日/扣 W 待機時1.2/日. 8 W 最大日8日/日8日 W (点火初期閒こ短時間発お 

FFP -320 ____ 

D 39 _—__ 

70 〜 80 mm ___ 

2即む政下 _ ___ 

4 A , ___ — 

巧 震自勸消火装置 • 点火安全装置•停電安全装置•過熱 防止装置• 燃焼 制御装置 
壁固定金具 （1 セット）-標準給排気筒セット （1 セット）-木ねじり本）‘ 

ゴム製送油管 （ Im ) • ホースバンド(か） （2 個） 


■送ミ由経路図 


が規 U ンク 
パ—ナ- 


巧挺ボンフ 


で U 油タンク 


定巧面器 


I 配線図 


給排気筒トップ 



(9 日。 C ) 


操作表示基板 


油面センサー 


黄こ油閉止弁 


運乾スイッチ 




























アフターサービス 

保証 につい亡 

♦添、付しておりまず保 i 正書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。記載 
巧容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上ばの日より1年間です。 

I 修理潮西至壹 I 

♦故障■異常の見分けかたと処置方法 (22 ページ)に従って、お調べください。直らないとさは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグをおいてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連總いただをたい内容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油暖房機(密閉式石油ストーブ） 

霞型式の呼び… FF - V 3 日 D 
感お買上げ年月曰 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑤ おなまえ.おところ，電話番号 

•修理に際しましては、な証書をご提示ください。保節書の規定に従って、販売店び修理させていただを 
よ9 0 

•保謡期間び週ぎているときは、修理すれば使用でをる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
をます。 

♦修理料金は、技術料，部品化.出張料などで構成されていまず。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項*ミ主意事項および通常使用に反し 
て使用された場含の故障、事故につさましては、保証いたしません。 


I 補修用性能部品について 

★密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧ち切りを7年でず。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

垢肩されを場台」 

♦このストーブは電源周波数加、邮 Hz とち同一仕様でず。 

女電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要ですので別紙の [_ お客様相談窓□一覧 ] までご相談ください。 


' 

A ま忌、 

!女み解修理の禁止 1 


故障、破損した5使用しないでください。 

不亮全な修理は、危険です。 

の 

分辭禁止 

ノ 


曲障心彦瑪を際を重靖お 

アフタ—サ—ビスについてわからない場合は、お買い求めの販売店、または、ちよりの I ぉ客様相談窓口 
^1 (別紙参照)までお問い合わせくだごい。 


公 


お手入れ•アフタ—サ—ビス 







据付け-移設について 


据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 


•据付けや移設工事は販売店または据付業をに依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


•据付けについては、火災予防を例、電気設備に関ずる技術基準などの法をの基準があります。工事説明 
書の r ま全のために必ずお守りください J をお読みになり、販売店交は据付業をとよくご相談してくだを 
い。 

•標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長する場合のを意 


参給排気筒を延長ずる場合は、3 m 3曲がり下で取付け5れる場所を選定してください。 


積雪地区におけるま意 


♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラな取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い这んで、す完全燃焼を起こずことがあります。 


据付け後の確認 


♦据付けび終りました5、もう一度、工事説明書の r き全のためにおずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け百れているかどラかを確認してくだをい。 


成 

















L _ 試運転 

•試運転は、販売店スは据付業をとご一緒におずおこなってください。 




1 油タンクに灯油び充分入っており、油タンク■ス I -ープ各部に油漏れびないかどうかを確かめてくだ 
さい。 

2 電源プラグをコンセントに差し込んでください。このとき r 給油ランプ」 が r 点滅」 する場合は、ス! -一 
ブに打油がさていません。ストーブにな油が流れて<ると自動的に r 給油ランプ」 は消えます。 

もし3分上待ってち r 給油ランプ」 び消えないとさは、をラー度8〜日ぺージの 
火前の準備と確 認 ~1にがって運転準備をやりなおしてください。 

転開始手順 

8ぺージの！’ 使ラ前の準備、 11ぺージの 使用ち 法に従って運転させてください。 

2初期運転時の異常現象 

^ ♦開こんして初めて使用したとを、防簡油とか塗料やほこりげ乾燥したり、焼けたりずることによっ 
てス I -ーブから、約2日分間位煙やにおいが出ることびありますが、ご使用には全くす障はありませ 
ん。 

♦送油管の途中げ山形になったり、をつれたりしていまずと、送油管の中に空気びたまって油び流れ 
ないことびあります。目ページ 足を>巧巧> にがって送油管の中の空気を振いてください。 

3正常運乾の目安 

t •正常運転時のバーナーの炎の色は、黄火びとさどさまじる青炎です。 


消义の手順 


♦16 ぺージ I 消乂 1 に従って消义操作をしてください。 



給油のしかた 





お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 
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